
学年別及び卒業時の学生が身につけるべき資質・能力

〇大学DP

対　　象：2024年3月に本学を卒業した学生
調査期間：2024年3月16日（土）～4月28日（日）
回 答 率：85.9％   （対象者数 573名、回答者数 492名）
回答内訳：機械 96.6％、　建築 90.7％、　航空 85.7％、　情報 89.2％、　経経 82.0％

対　　象：在学生
調査期間：2024年3月29日（金）～4月12日（金）
回 答 率：42.1％   （対象者数 1650名、回答者数 695名）
回答内訳：機械 9.4％、　建築 6.4％、　航空 73.5％、　情報 28.3％、　経経 59.7％
　　　　　保健 39.5％（1年生のみ）
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① 社会人として健全な倫理観

と責任感を身につけ、時代の変

化を捉えて課題を解決しようと

する意欲をもち、社会・地域に

貢献しようとする情熱をもって

いること。

② 自然や文化・伝統など幅広

い視野に立って、産業界の要請

に応える各分野の専門知識と実

践的応用力を身につけているこ

と。

③ 専門知識を活用するための

技能とプレゼンテーション能

力、チームで活動するためのコ

ミュニケーション能力を身につ

けていること。

④ 課題解決において多角的か

つ柔軟な思考力をもち、新しい

仕組みや分野の創造にも前向き

に取り組みチャレンジする能力

をもっていること。

日本文理大学では、次の①〜④に掲げる知識や資質を身に付けた学生に対して、学位を授与する方針を

掲げています。

あなたは、以下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない



○工学部DP

○経営経済学部DP
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① ものづくりを通じて、自ら

の人間力を向上させ、社会・地

域貢献への強い情熱をもってい

ること。

② 各学科の専門分野における

専門知識とその応用力を身に付

けていること。

③ 各学科における専門的課題

をコミュニケーションによって

解決するために必要となる技能

と表現力をもっていること。

④ ものづくりにおいて、多様

な文化や伝統など幅広い視野で

多角的かつ柔軟な思考力を持

ち、現代にふさわしい創造力を

発揮できること。

工学部では、教育理念に基づく人材を育成するため各学科が目標として掲げる様々な能力を培うこ

とができるよう授業を行い、シラバスに明記された厳格な成績評価基準に基づいて認定していま

す。あなたは、以下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない
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① 社会や経済の基礎的仕組みを理

解し、社会人・ビジネスパーソンと

しての責任感と倫理観を身につける

とともに、そのような目的意識のも

と、生涯にわたって自発的に学習す

る能力が身についている。

② 経済学や経営学に関する基礎的

知識及び地域マネジメント、ビジネ

スソリューション、会計ファイナン

ス、スポーツビジネス又はこども・

福祉マネジメントのいずれかの分野

における専門的・実践的知識を習得

し、それらを総合・活用し課題解決

を図るリテラシーが身についてい

る。

③ 適切な表現力やプレゼンテー

ション能力を習得し、チームワーク

を尊重しつつ主体的に活動すること

ができ、組織の中で結果を出す能力

が身についている。

④ 絶えず変容する現代社会におい

て、社会生活及び地域生活における

社会的事象について、多角的に考

察・分析し、与えられた制約の中で

マネジメント能力を発揮し課題を解

決することができ、新たなビジネス

領域の創出にチャレンジする能力を

備えている。

経営経済学科では、教育理念に基づく人材を育成するために、各コースにおいて、それぞれの産業界の要請に

応えられる学力知識とともに、豊かな心、優れた精神性及び社会人としての基礎力を培うことができるように

授業が行われ、シラバスに明記された厳格な成績評価基準に基づいて、単位を認定しています。あなたは、以

下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない



○保健医療学部DP

○機械電気工学科DP

33.3%
40.0% 35.7% 33.3% 33.9% 33.3% 33.9% 33.3%

20.0%
32.1%

16.7%

60.0%

100.0%

55.4%

33.3%

40.0%

42.9%

16.7% 80.0%

39.3%
33.3%

40.0%

100.0%

55.4%

50.0%

7.1%

33.3%

60.0%

100.0%

21.4%

16.7%

20.0%

100.0%

23.2%

16.7%
40.0%

8.9%

1.8% 1.8%

33.3%

3.6%
16.7%

3.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1年 2年 3年 卒業生 1年 2年 3年 卒業生 1年 2年 3年 卒業生 1年 2年 3年 卒業生

① 機械・電気技術の産業界で

の役割を考え、身につけた技術

や知識を上手く活用し、社会の

諸問題に対して主体的に取り組

み、常に自発的に学び続ける意

欲を持つことができる。

② 機械と電気の両工学分野に

わたる基礎・基幹技術を習得の

上、工学基礎から応用に至るプ

ロセスを理解し、情報技術を駆

使して工学的諸課題に対する技

術的な判断と対応ができる。

③ 産業界の期待に応え、技術

力・問題解決能力をもち、もの

づくりに対して機械と電気の両

側面からのアプローチを果敢に

行い、チームにおけるリーダー

シップを発揮できる。

④ 機械と電気に関して学ぶ内

容と産業界とのつながりを体系

的に理解して、技術者としての

倫理を身につけ、社会・地域の

発展に寄与できる技術力・創造

力をもっている。

機械電気工学科では、次の①〜④に掲げる知識や資質を身につけた学生に対して、学位を授与す

る方針を掲げています。あなたは、以下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない
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① 生命に対する尊厳と人権を

尊重し、人間力の基盤である他

者を思いやり、相手の立場に

立った共感力や豊かな人間性、

主体的にチームの中で協調して

行動できるコミュニケーション

能力とプレゼンテーション能力

を身に付けている。

② 幅広い教養と倫理観を基盤

として、診療放射線学、臨床検

査学、臨床医工学のいずれかの

専門分野に関する医療技術の知

識と技能を修得できている。

③ 医療の実態を理解したうえ

で、チーム医療の実践や多職種

間の連携に必要な課題解決力を

身に付けている。

④ 日々進歩を続ける医療機

器、医療技術を理解し、医療の

高度化、情報化に対応したデー

タやデジタルを活用できる力を

身に付けている。

保健医療学科では、教育理念に基づく人材を育成するために、各コースにおいて、それぞれの産業界の要請に

応えられる学力及び知識とともに、豊かな心、優れた精神性及び社会人としての基礎力を培うことができるよ

うに授業が行われ、シラバスに明記された厳格な成績評価基準に基づいて、単位を認定しています。あなた

は、以下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない



○建築学科DP

○航空宇宙工学科DP
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① 技術が環境や社会に与える

影響について理解し、技術者と

しての責任感と倫理観を身につ

けるとともに、そのような目的

意識のもと、生涯にわたって自

発的に学習する能力が身につい

ている。

② 建築、インテリアデザイ

ン、環境・地域創生にかかわる

幅広い技術全般における基礎的

知識とその中から興味に応じて

選択した個別技術におけるより

高度な専門知識を習得し、それ

らを課題解決に応用する能力が

身についている。

③ 適切な表現力やプレゼン

テーション能力を習得し、チー

ムワークを尊重しつつ主体的に

活動することができ、ものづく

りを共同作業の中で成し遂げる

能力が身についている。

④ 変化する現代社会の中で、

地球規模から地域の環境・景

観、身の周りの暮らしに至るま

での諸問題を理解し、建築、イ

ンテリア空間、まちや環境の理

想像を想像・思考しあるいはデ

ザインする能力が身についてい

る。

建築学科では、次の①〜④に掲げる知識や資質を身につけた学生に対して、学位を授与する方針

を掲げています。あなたは、以下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない
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① 常に社会や技術に関心を持

ち、地域社会や産業の発展に貢

献できる。また、課題に果敢に

取り組み、柔軟な思考で課題解

決法を見出すことができる。

② 航空機や宇宙機器の設計・

製造・運航・整備に関して基礎

理論及び知識を体系的に理解し

ている。

③ 周囲の意見・立場をよく聞

き分け理解しながら、課題等の

解決にむけ技術的に思考、判断

できる。また判断した結果を論

理的に表現し相手に明確に伝え

ることができる。

④ 航空宇宙工学の基礎理論及

び知識に基づく技術的思考・判

断ができ、新しい技術の創造に

貢献することができる。

航空宇宙工学科では、次の①〜④に掲げる知識や資質を身につけた学生に対して、学位を授与す

る方針を掲げています。あなたは、以下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない



○情報メディア学科DP
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① 情報技術者として情報を取

り扱うことの重要性や責任を意

識し、情報倫理に対する正しい

態度と、進化し続ける情報化社

会に対して常に高い関心を持つ

ことができる。

② 今日の高度情報化社会を支

える情報技術者として、情報処

理・情報の創造や伝達・情報通

信技術を活用した企業活動の各

分野に従事するに足るだけの専

門知識が身についている。

③ 情報メディアの特性を利用

した自らの考えを伝達するため

の表現力、共同作業に必要とな

るプレゼンテーション能力とコ

ミュニケーション能力が身につ

いている。

④ 身につけた専門知識に基づ

き、情報がもつ社会的・文化的

な影響を十分配慮しながら、新

しい情報メディアシステムの構

築やデジタルコンテンツの創造

に携わることができる。

情報メディア学科では、次の①〜④に掲げる知識や資質を身につけた学生に対して、学位を授与

する方針を掲げています。あなたは、以下の能力が身に付いたと思われますか。

身に付いている どちらかと言えば身に付いている

一概に言えない どちらかと言えば身に付いていない

身に付いていない


